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シナリオ司会量再処理 | シナリオ②部分再処居 | シナリオ世直線処分 | シナリオ@当面貯庖
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I福島事故を踏まえ.六ケ所再処思エ 安全確保が必要
福島事故を踏まえ、六ケ所再処理工柵‘ J-1渇.J-MOX工場、中間前蔵範肢の安全 l現時点においては‘使悶B待機将の直後 l
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Rサイクルの安全確保が必要 l直後処分については.シナリオ喧と同|トヱウム等によるアルファ織の影響等|る.

様の考慮すべき事項があるについての銭術的鶴間への対応が必要
である.
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l後術の遺沢が凶年後になる状況下に

再処理する部分については、シナリオ1...__.."_+，，....，... """"""'_...._........1おいて、それまでの周 篠健科サイ
由に閉じ・{ただし 高速増蟻炉核燃|現時点においては 使用決燃料の直縫|クルの技術基盤の維持及び研究開発
料サイクル実用化等の研究開発は不 |処分に闘する設が国の自然条件に対応|の袋施並びに宜篠処分の研究開発
要.J再処理し怠い部分については， 1した筏術的知見の蓄積が欠如してお |の実施を平行して進めることが必要
右記シナリオ③に筒じ.n，_ -'~. ...'....り 研究開発が必要となるが毘録として猿せない錐術

の緯待や賃金調達等の点で困鍵が大
きい.
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将来.再処理を実施する場合には.
軽水炉(プルサ マル)緩継料サイ
クルにより、 1“ 2割程度のウラン
資源節約効果がある.さらに.高速
l'曾殖炉核燃軒サイクルが実用化され

l湾処理する部分については、左記シナ 1"ぱ、半永久的な検燦栴資源が得ら
波陳子力となった分却す、再処理による資 1りオ①に同じ. (ただし、高速繕殖炉| 悼る可能性がある.竃他処分を選択

。開JZt177fLZ22l - ltffF21糊安定性に関するメリット 1222t儲 ZE3525日』112是認民主紘222主主22h主総長2457Aigs需品

一間|霧器!?12諮問騨離器|謀議ii鶴岡議選静思惑133jjjjii
備容量との差分 (6B・30=3B~聞の先電E力量を仮に全量突然ガス火力で代

した繍合‘天然ガス繍入:.lIttJ(約
3400万t程度治加、繍入量は約L5倍
となる.
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再処理する部分については.左包シナ
リオ凹=閉じ. 出だし・高速増殖炉|シナリオ由(全踊処理}に比駿し lff;322詰?する寝台には‘

草壁ZtLZ品ZE35211な 為L|E;循環型社会の哲学との盤合性は低|将来・再処理を臨しない胎に

ナリオ割こ同じ".， -"'1'.' 1'<'シナリオ申こ同じ.

院唾[曙盟仁二|明竺ー勺:ごて士Ciii1i"t'I;t:竺
l zi読み7叩 l iiiiELl-l京品川 院議議;;t;:一高レベル放射性廃棄l

物

ガラス固化体

約<.4∞m'【約14万m'J

iト低凶噌嚇射性騰喝割 約L9恥万nm
i 制 [約制川 7市万m'勺〕

I~ このシナリオでの高レベル醐
I~ 性廃棄物{ガラス圏化体}の千

品主主耀LEttzluZ善良芸品TT匁塁手目?
度 l 将来、高速増殖市弓表燃料サイタ

n ルが実用化されれま.この"準

i 一 一一一 三竺竺竺竺竺あ1 ". 

l 曲 混，!!!~対策のための叫刷lどのシナリオでも.ほとんど差向い{鮭しない) . 

発生するこ酸同蜘量10提出話E2Jま戸時 間話 担parrfdこ|話ふ緊結tt主計ZFZJ品協弘乱首tf主主私事古島吉正世話需品FJJFrrdFJrrた禍合は約1描 t程度、金
，，%削誠

約1万m'(約0.9万m2)
誤認"で比例計算

ト品百万嗣
[約0.'万，'J
誤認"で比例計算

約o..万m'
*GWで比例針算

【変化なし}

このシナリオでの高レベル惣射性廃棄物
{ガラス固化体〉の千年後における紋射能

の潜在的な有書度を義織として比較する.
将来.高速地強炉核難料サイクル.<実用化
されれば、この基準より約1ノ3引こできる可
能性がある.

シナリオ由《全量再処理〉の高レベル
使用済機科とガラス箇化体が高レベル1依射性廃棄物〈ガラス固化体}を益準
"'射性廃棄物として翠在する.それぞ!とすると このシナりオでの高レベル
れの放射能の潜在的な有香皮はシナリ l放射性廃棄物{使用務燃料}の平年後
オ①‘③と閉じにおけ る 紋 射 能 の 潜 在 的 な 有 害 皮 は 約

8倍となる圃

{前回も空白}

続出炉(プルサーマル)筏燃料
。サイクルにより、 1時五割程度

{プルトヱウム利用で約(3%、

資源め有効活用怯 | さらに回収ウラシ利用すると約
(リサイクル'j'''' ~~~).のウラン資趣再利用効果

l がある.
さらに.将来 高速泡殖炉核燃

。科サイクルが実用化されれば‘
半ぬ久的な枝燃料費藷が確保で
きる可能性がある.

〕総抵"'--一一寸一一一一一一

。羽奪のウラシ価格の水識の下で
は直様処分した方が再組閣するよ
りも議徹lniJ'1'クルヨスト{注宛
電コスト全体の，-，割
の凱分)"鈎0.5-0.7門Ik棚、

低も、.
。政到底変更に伴う費用のうち定量
化時る同の(六歩間再処理ヱ禍開
通及び代首火カ嶋崎畠の費用3を同
年聞の'陸軍置で勾等包したも
のは哨0.9-1.5阿A慨にな

& 

経水炉【プルサーマル〉核燃終サイクルに
より‘ 1向 2割程度{プルトニウム利用で
釣(3% さらに回収ウラン利用すると約
26%)のウラン資調再利用効果がある.
さらに‘将来.高速槍殖炉核燃料サイクル
が実開化されれば 半永久的な彼燃拠資源
が確保できる可能性がある.
lただし.漏原子3りとなった分だけ、再処理
による資現有効活用性は小さ〈なる.
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原子力発電コスト 事故コストが寝在化

約9.0阿IkWh(割引率3%)
(割引率3%/訟備利用率70%/稼働年"
40年〉
コスト検制喧報告書官5円/帥+下包
サイクルコスト

約9.0内!kWh(割引耳障3%)
{割引率3%/骸備利用率70%/
掠働年数40年)
コスト検韮小委報告書案7.5円ん帆
+下包サイクルヨスト

%
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約臥7円IkWh(割引率3%)
{割引率3%/霞備利用車70%/
稼働年数40年}
コスト検既小嚢報告書案7.5門/川町
+下記サイクルコスト

うち筏燃料サイクルヨス
ト

約L6円IkWh
{割引率，%)

SF発生量忽定{段備利隔率
70%) 

六ヶ所分.3.2万本
白地分0.7万本

1.48同ん怖{割引車3叫 1.46-1.47円/kWh(割引率3%) 1.00-1.02阿Ik柿(割引制叫

1. 14-1. 15同jkWh(割引率3%)
2030年以降一定割合が簸待され
るのであれば、中間貯陣.廃棄
物処分に何かしら方針が必要で
あり.当面貯蔵オプシヨンの検

討は不要か.
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トー

経済産業への影響 ホ新緑追加項目

エネルギー基本計図どおり進んだ場合(C02対策権し}と比較<2030年co，を1990年比鈎略混とする嶋合〉
GDP;-8.略失業率沖3.U(r中長期の電力供給と地球温暖化対自民の分析鐸価J(RπE田 3.11)fJ、ら引用}

既存のエネルギ基本副園{段備容量680W)返り謹盤が進んだ調合の盤備容量との差分{附 3G=J問G聞の発電電力量を仮に金量天然ガス火~で代脅した向島合.鈎1.7兆
円個当の国富が渇外に筑出することとなる固燃終費高院に伴い電気代が憎加すると消費への影響、製造業等の海外移転により、園内の景気が悪化する恐れがある.
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再処理袋路期間中はシナリオオ由と同等
の僻価であり、その後r<シナリオ③と
伺等の評価となる.
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政策的意餐
技術力維待 ホ新規追加項目 30棚で維持されるのであれば‘誠原子力による原子力に関する掠術力への影響は対応可能な範囲と推定される.

の

比較衡量

• F田研究の共有等によって、国際貢献
-同日開発取りやめ、あるいは運

を 国際貢献 市新規追加項目 が可能。 国.F際BR貢開献発にの支取障りやめによって、 • FBR開発のE陣取りやめによって‘国 れが想定されることから‘国際

行視点う

際貢献に支 貢献に支障

O フ箇ラエノンス

籍i民謹話罷込h;iZF器F 品関...集tE，塘EUF刊iマiウ競日齢i婦
2米渇0国1の0許年.認O可OE申は請斗をツ取カりマ下ウげン、テン処分

海外の動向 ベースロード再処理契約で回収される 定し‘盟置中島 今後‘使用清燃料・軍事関連放射性
0ロア

臨t広いt昌務語巳守E懇宮・晴棋宮管輔茸長r院IZgZL 手

-スウェーデン 鹿棄物の安全で長期的な管理
。中 使用揖燃料は回収可能な形で直接処 方擦を検肘.使用講燃軒は現在大半

分.最格処分場の建.. 予定地と Lて は発電所でサイト肉貯臆されている

フ"府がォよル国茨る燃高核スマルクを選定.
使る イト内で い

に史よ中目 料翠燃炉料Iまササの実イ用ク化ル術と貯援.蔵乾を式さ目れ再指処てし理高野

力U回T施対歯以設応肉上司のがP蹴受必容'要h ζ 昌弘
(社立会地長困容難性住) 位と低な下る自治体の

一一サ再網肢保!ま野確イ処守力.維理六保ク持のル運綾ケ所、た筒転を将確技再め、来処唱立術プ理一の第すルを高綾二にるト速再ニ家続こ炉処ウとし〈サ理がムて第必取二イをい含要鍛再ク〈ルむ処.いたの軽技理め選水術にも択炉必‘ 

o~処05理0年S値度段暖が必ま要でに.相当規模の再 不要 ただL‘六ヶ不所要再岳処理施陸の廃

一一要第的のよさ二成実る〈再循立出施処性環来の理が型如同る社含あ何こむ会にると軽の等関一こ水形かわと炉成.ららサ資ず、源処高イ、の分速有クル有場炉効効面サはな利積選、イ後用択クを術小ル肢に

止措置あるいは転用が必要。
将来の判断次第

慎術肢水逮確炉力維炉保サ持サのイイ、たク将クめル来のの選高択遺肢炉燃る確サ料こ保加イとの工がクル必たをめの含要選むの.技択軽

穴ヶ所1、MX2再0燃2O0ト処科5X0ン理製燃年/錨造度斜年段施頃製程の造置ま度稼施がでの働必に綾規後要相が筏.必、当の早規

"、を確M立oすx燃る料こ
O急に

MO  

MOX 燃情に料的よ加成る工立循出施る性環来のたを含が型如めるむ社何必あこ鰻会要るにと氷の等関圃こ炉形かわとサ成、ららずイ資、.源処高ク、ル分速有の有湯炉効

穴科に製1ケ2造所0ト再施ン処援ノ理が年必施の要設規の因模稼の働M後O、X早燃急 不要 将来の判断次第

O 棋要またの。
効面サlな玄積選、利イ技用ク択を小ル肢のでさ突あ〈

ー・・・

当①し面由に、の基教については、シナリオ

原鵡め子に錨力は訟発、が電纏必所め要のてに運近な転いる可将を継能来続性にすが中間るあた貯 可至近能年性であ発り電所運転への影響の

閉し、じ.使陪賓燃料の芭篠処分に
次る; さらにが、2必05要0年復(頃ま年でに順

-(2か所 a 約5 ごと

0 2所と05がな0必年っ度要て頃.いまる金でこ量にと再順か処次ら理、3がM前ft6p提か中間貯蔵坊値段規模

関する方策及び立地活動が具体的 に1箇所の中間貯臓施股が必要と
2050年度頃 にならないと、施置が『中間』貯 なるー}

(5000トン ) 中間貯蔵品要量約1万トン 繭施肢に留まると地元が確信しに また、使用5寄贈料の直接処分に潤

間が」明貯確蔵に施な設としての位置付け 〈いため、立地は困難になる可能 する方策及び立地活動が具体的に

使方閉策ら清燃料ぴの立竃地複処勅ががに分が確なrに具中認る体可関聞しする
っている. 性がある ならないと 施設が「中間』貯臓

た基貯だ数蔵が必しB要E-発化量電a 総約"量10万5に0ト応年ン度じ)て頃当.面中の間
施設に留まると地記が確信しlご〈 ‘及 的に

いたあめー立地は困難になる可能性 な ないと、る地こ活元と 』〈貯い

がる. 際たが施めあ段、るで立a 地あが困難 能性
更たなに原、福子島力事絡般故のの影受響容性に低よ下り.新

処分橋 O 2のU03処廃5年分棄度場物頃がの必ま処要分で場に.ガがま必ラた要ス、固T化R体
2035年要度頃またまでにガラス棄閤物化体の処の処分場分場が

のガT処ラRス分U固場廃子福化が棄力体必物施島要の事EとE使処故のと分の用な受婦容済影る燃性.が響料必に低ま下の要よた商り、方新

使分処困ガの用な分難処ラ知楊済.ス分燃見の固鳴料が本化がの得格体必直要的らと接れ使なと処立用なる済分地まる犠で活.に関は動科ま開のすた直始碕る、+接方はτ 
処判分断渇先の必がまり要が生る量続可じ能は、〈S性、とS4限が同断政立あ次地策る第に.隣図が必要 a 、T RU鹿

必.
たただなR原し 3す慎重性る疑が送問寓 の. 

RU廃棄物の処分場が必要。

更なに原子.福力島施事設故の受の影容性響低に下よ.り新た

長民害稲l鑓川L草間E一ブ壁蜘ラZ勾" 器説E品E詩

左記シナリオが棄り③物あ.処のると閉じ項目に加え、
高以下の項ルに廃よ目

現変更行政策伴でうあることから、政策 SFの蓄止積リにスよクる増プ大ラント停 現行政素であることから、政譲変更に伴う

直すのが済ト後立燃がるで地料停処こき分が止がなとが困発すにく翻必電難なる要す所とるリる研

いこレペと 処分-分場形の立悠地を決活め動なが

政!f(変更に伴う課題
O に 課題はない E 探題はない.

積がに生よし、じる スこ4こ蓄クと

原設子へ力の発使電用所済か燃原料子ら六の力搬発ケ所電出再が所処でが理停き止施な 進政髭政が的るのま策策再理.決方処な決解理い定向定を維.性をしし怠がな行持いことにより 綾術賜不い透こ明とになる
7ょ によりて性、韓のがが国あ際国

視点る

うこなとについ

韮ZERZ紙畑i包語fムE:F設想叫EE誼叫E路ftにi z 

できい可能

再火た問事業者の綾燃特サ

選択肢

の

確保

将来

:罷戴; 現識原原要つらピ子子す在い、ー様のて力力るス政技}の々発.術及国な電策革び際状のを新設的況規変が理変範更イ集毘解化がンしがが大てlフ之再維対幅対ラ処持応応に(理が縮す人さ材れ可小るを行能す、るに続でるはこう場時街あことか合間、とる知に. にを 塁毅手欝票務嘉署義員接7 彼きする原場るな.必燃る子合〈いの要拠力※ζ.ははサ〉発原こシな子イ電れナいクの力をルリg政享規オの受策畿②技をすがや術変る大⑨革更べ幅よ新くしにり政て!縮ま困対策享難小変応受すで更すである

材将来を維に政持策す選る択必要を行があうたるめが技‘術固とと人民
の

不確実性 置択{柔肢紋の性確}保 長間でが的再理の‘期財水処解間政準理事を事維は業を情低化行持かいすうしのなこるら‘ はこのな維でい持か、. 韓は困が難周でいまま

とについての国際

へ
{こ直と接で処分選に択つ肢いとてしもて平残行ししててお研〈究こをと進がめでる

のは困緯。

の

実分るら日.固米施の将原で問来き子はになシ力おく協ナないリ定るてオ等可銭③国能燃よ際性将り的がサ容なあイ易制るクでル.約あ当をか
ら施日、米で将き原来な手に〈力なお協るい可定て等能銭国性燃際が斡的高サないイ制ク.ル約をか実

原子力発電の規槙の大幅縮小町場合

応対能力

きる) ヨをナ③除きより原は子容治易政で策あのる変.更はシナリ

視の点



評価の視点

『滋原子力ケース2αOJQ年10GW以降ー定)Jの比較

|竺竺!?oz:J刊日再処|駒田からの糊の変化
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技術的成立怯

再処理綾術 I 六ヶ所再処理
工場はガラス固化ヱ程でト
ラブルはあったものの新た
固な知見を得てほぼ銭術的な

実施が不可能となるような特段 l見通しを得ていることか
の枝術的課題は見あたらない園 lら、技術的不確定性'"更に

Oただし‘経5等位向上、高速増殖|低下.不確実性低下
合同実際科サイクル実用化等の研"聞 もんじゅ再起動失敗
究開発の継続が必要により進展は僅かであった

もの運伝再開が間近とな
り 銭術的不確定性は更に
低下圃

，~ーへ r-¥ 

シナリオ@当面貯蔵

福島事故を踏まえ、中間貯蔵施畿
の安全確保が必要.

直後処分を選択する場合には、 ν
ナリオ③と問機の考慮すべき事項
がある.

実施が不可能となるような特段の技術的銭術の選択が50年後になる状況下にお

理伊主主主22・高速輔開制52官官官3r唱HJHぽ|諜22E長lzdE2222|訴は25zzb韓首24r
主fタル実用化等の間開発の酬が必要グf給量TEf諮問於Z、|件に対応した醐約四の蓄積が|弘前EEま2223理想子
六ケ所再処理工場.もんじゅの進展によ右目ンナリオ③，=閉じ~J'~ ....~. <"""欠如しており‘研認開発が必要・ |が."銀として残せない銭術の維持や
り 縫 術 的 不 容 を 定 性 は 更 に 低 下 資金調達等の点で図雛が大きい.

。経水炉{プルサーマル}桟然科
ザイタルにより. 1 ~2劉複皮

I のウラン資環節約効果がある. 卜続興国のエネルギー開発
資源節約性及び供給安定性"、さらに.将来、高速泊殖炉核熔"，加速、需要が噌加
(エホルギーセキュリティ)IV 終サイクルに移行できれば、国トエネルギー資震情緒の高

肉に半朱久的な敏燃幹資源が確 l鵬、資環礁保の践争激化
保できる可能性がある.

。再処理後術'"エネルギセキ~
リティ方簾の多織化に資する.
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シナリオ白金量再処理 シナリオ@金量直後処分

福島穫紋を踏まえ.中間貯脇施盤

。繍島事故を踏まえ‘穴ケ所再処理工円安全確保カ必憂.

福島事被を踏まえ、六ケ所再魯哩エ禍 \!j，，'l~~~工場、中間貯厳範段師安全 i現時点においては、使用済燃料の
止刷工織、中間貯蔵値段の安全確保が|確保が必要 陥後処分に関する設が園の自然条
必要 1:: 
第二再処理エ恥問実証炉等、将来の| 股に対応した銭術的知見の蓄積
FB附イクルの安全確保が必要 10直後処分については、シナリオ酔除、大量のプルトニウム等による

1同様の考慮すべき事項がある. 区ルファ線の膨響等についての銭
l術的標題への対応が必要である.
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高レベル放射性廃棄物の発生量は再処理した場合、直後処分した寝食に比べて体械で30-40雌程度{面積では約半分
間 '/3程度}に抑制される.

ド先取符守備容量的ー 高レペレ放射性廃棄蜘融量

h語草花敢』銭高のl【九想望日聖堂・醐処分
は抱 一 施術山 Oした渇合=比べて体積で30-

iCiぴ処分に要する函 ~2~望皮:活空忠明半分句山積jV';<<.>nI_，...~""凶 程度)1:抑制される.

!日正固化体~~二一 …1明 m勺

1 -jOレベル放射怯廃 約1，9万m'
![約L7万m'J

ζ のシナリオでの高レベル放射

i高山明廃酬。警官議臨時

I O)m:MIìIHT.I~ な有害【懇話器fEFT砕
IV より約1;30にできる可能性があ

i一一一一一一一一ー--.h.一一一一一一一一一一

1 "_' .，，~_. ._，. 司 ，~.~~~!1策のための~Qllどのシナリオでも Iまとんど差向い〈発生しな叫.! 制量 。ど!のシナリオでも.ほとんど義世出向誠の長期目伽羽判ただし 既存のエネルギ一基本計図通り臨.'進んだ鳩合の陵情容量との差分 (68-10=58酬の発電電力量を金量天然ガスで代替した輸は即 O恥程度
1""';':" ...，_""，..r.><."""'，，凪》がない晴生しない). I fl; {1雫ZZ諸!昨まで|金百炭火力で惜した渇制、相暗t認定co，発生量が増加.刷棚入で糊する齢、約柵向醐億円/年の費用が必且
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一一一一一一一目将来、再処理を実錯する場合には、ン
ナリオQlに伺じ.
将来再処理を実飽しない場合には
νナリオ③に周じ.ガラス閤化体

釣360m3[約3，6万m'J
※sWで比例計算

く15GW-定と考えた喝合〉
ガラス固化体
36伽 3(由と閉じ)

使用務燃料
伽3

謀長年間完全量，..∞t以下となる.
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(変化なし}

資却の有効活用性
(リザイクル)

軽水炉{プルサーマル}核憾拠
。サイクルにより. ， -2i百唖度

(プルトニウム利用で約13%
さらに阻収ウラン利閉すると約
26%)のウラン資調再利用効果
がある.
さらに.将来高速増殖炉検燃

。桝サイクルが実用化されれば.
半永久的な桜燃料資源が確保で
きる可能性がある.

政

調民

的
意
穫
の
比
較
衡
量
を
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つ

視11
約1.6円"附
(割引率，%)

一
第二再処理単価を1/2とした地
合、サイクルコストはL5門

o /kW 

γ一一間1一一--1

i 肝油電コスト

。現在のウラシ価格の水織のl'で
は直後処分した方が再処理するよ
りも検鎗糾サイクルョスト {主主央
電コスト全体の'-3剖
のS附}法的oト O.;同"... 

低い.
。政破変更に伴う，費用のうち定盆
化できるもの{六ヶ所湾処理工場開
週及ぴ代傍火均関連の貨周3を悶
年聞の発電盆で均寄化したも
の"約O.9-1. 5同"...こな

る.

事故コストが顕在化

SF発生量想定
(殴舗利用率70%)

六ヶ所分u万本
白地分。万本

六ヶ所蒋処理工泊の瑳践の
進展

約Q.5万m3【約Q.，万m'】
※GWで比例計算

ζのシナリオでの高レベル放射性廃棄物
{ガラス固化体〉の午年後における放射能
の譜在的な有害度を器事として比駿する.
将来 高速増殖炉核俗将サイクルが実用化
されれば、この基事より約1/301::できる可
能性がある.
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将来再処理が選訳されればシナリ
オ由に同じ.
直接処分が選択されればシナリオ
哩=同じ.

約8.7円A抽〈割引抑制
(割引率3%/般備利照寧70%/稼
働年強40年〉
コスト検証小委鋸告書案7.5阿/kWh
+下記サイクルコスト

1.16-1.17門A凶'(割引率3%)
2030年以降【定割合が健侍されるの
であれば中間貯歳、廃棄物処分に
何ぬ、しら方針が必要であり.当面貯
蔵すプνョンの検討は不要か.
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約9.1阿A怖{翻ヨl耳障3%)
(割引率3%/訟備利用率70%/稼働年敏
40年}
コスト検短小委報告書家7.'阿/k怖+下記
サイクルヨスト

約9.1同IkWh(割引車3%)
{割引率3%/段備剥用事70%/
稼働年敏40年}
ロスト検iiE小雲級告書案;"伺l'陥
+下毘サイクルコスト

約8，5門/kWh(割引率3切〉
{割引率3%/盤備利用車7
0%/稜働年敏40年}
司スト横腹I]¥I!鰻告書案

経済産業への修響 事新規追加項目

1.61同ノ'Wh(割引率3%) 1.63-1.64同Ik酬明引抑制 1.00ー1.02同/kWh(劉引率3%)

? 

ヱネルギ"本計画どおり進んだ場合同D2対策鏑し}と比較<2030年C07を1990年比20‘戒とする場合〉
GOP:-ll.5".失業率争4.4%(r中長期の電力供給と地車温暖化対策の分析ー跨価J(RITE:HZ3.11)から引用}

既存のエネルギー基本計図(霞備容量飽CW)返り建霞が進んだ場合の役備容量との差分(68-1~58G'附の発電電力量を金量天然ガス火力で代替した鳩合、約'.6兆円
相当の毘富が海外に流出することとなる.鯵斜費高峰に伴い電気代が治加すると消費への影響製造業等の海外移転により、国内の景気が悪化する恐ホがもる.
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t，場合，.

核不拡散性 再の処評等理価実で施あ期とり間中そのは後シナはシりオナ由リオと③同等と ただす年し.処分後数百年かがら纏数
等(二国間協

将広〈来範肉どの寓利す在れ速用る的て再被増がい殖処可不る炉能理鉱.!散シこステム加よ工にう不つを純採い物用てす発はをが多る、

及び技物質す防
聞 の 評 価 な る 図 続万 にわたり転用読引度

をやり宜 必的

なな包肉 な燃性料るを噌す研究開
るので、この聞の侵入量鞠

す能い性てるも国際
動的防に際と関護的実すの施に効合がるモ率意必須ニ的でタかつリ効ング果的やで のがにある1.o 

進めら
国発 きる手段の開

平維るを和国鐸持際が利策用す重理要に解る限の努.定楢力す進、銭ると続術こ不のとへ縮改の散良約体改案制普活にの対充動す実の

政意緩策的

技術力維持 申新提追加項目
Eれ草原る干B 力により、原手力発電所新置がないので、メーカーの原子力人材の躍が薄〈なるなど‘プラントに隈らず庸子力技情の維持が困難となることが考えら

の

比重衡量を度
が.F可"能研。究の共有等によって、国際貢献 れ.FがBR想開定鍵さ取れりるやこめと、あるいは返

国際貢献 市新提追加項目 国ーF際"貢閲献覧にの支取障りやめによって‘ て.F、BR国開際発貢の献l!itにり支や障めによっ から、国際貢
献に支陣

後行点う
“蔵蔵高混クに申。速て在ロで使悶ー炉言葉発ズ用でK生{炉原遺.ドし鎚P型伝とUたV料炉は中使任サ〉今EI用R蜘後現イ務10クの在餓ωm高実ル抑。の制温医を幻使広炉基炉再用9本でで初処禽のあと年理様利にるし車さ司初側て用れ法日一おの事8回ザ界∞たり収イめとを山トW中な檀を肉飽民間銭りに似貯貯

お諸i襲品?欝園撃附謡鍾誤理工恥警認招告譲日盟誌数関量7寄誌宿を首読長玄書

米2渇用全燃験0国の涜料で1さ0'許燃畏れは手認料寝期てD在的可いOE軍申な大るIま読事半管ユ理関はをッ取発連方カ放震電りマ下射所をウ伎検でげン廃討サ、テ今棄.イン後物使ト処の用.肉分使安務貯
後決フ処定ィ分ンランド

理外の動向
Oフランス 直 の処分場をオルキJレオト

。。 ロンア

民号iλiO持iL瞬二智鞠間2 
中国

(社立会地受困容難性住) 子の広幅対力施応笛四必争位が以必の.要t受-容dとh4性な@-新低るe下，自ze治hみ体卵

γ一

第二再処理施設 。 2処05理0年飽度設頃が必ま要でに.相当規模の再 不要 た止だ錆し置、六ヶ不所要再固処理施訟の廃
将来の判断次第

あるいは転用が必要。

六ヶ所1.MX2再0燃2O0ト処料5X0ン理製然年/施造度斜年設施頃製程の造置ま度稼施がでの働必に肢規後要相が模必.圃当の早線
O急に

六1齢ヶ"料所ト再製ンa造a/理施年施置程設が度の必の稼要規働ロ模佳の、早急MO 不要

O ま穫たの
にx M o 将来の判断次第

要.
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視なる点

由当隠l龍し=面かすf路d = の基数については、 シナリオ

原め織次るにな子施;に1zh股4箇力は1さ発が2所‘から電極必のに所所要め中.がのてに間2必運近な0貯5要転歳いる0年.将可を施度継来能{設頃約続に性がま5がす中必で年周るあ要にごた貯と順と
至近年で発電能所性運あ転りへの影響の可

閉じ

中間貯o蔵ト施設規模〉 0 2所2と05がな0年必貯確っ度要蔵てに頃aい麗まる全でこと量にとし再順かて処次のら理.位3が置-前r付中6提かけ 但し短長期期的的ににはは対な策しは必要 るし方な、-使策用及済び燃立料地設地困が元難の活B動がにZ『鎗確が中な処具信間る体可分jし貯に的に能
錨すなまた段たるるあら方めロ.なにる使}策用及涜び感立料地の活直動後が処具分体に的隠に

使策なで地用、いあが涜及ると園燃び、こ織料立地とに地がの元な確直活がる動認権可「処が中し能分具間〈性体にjいが貯関的たあ蔵すにめるな錨、る.方践立ら
(500 ン 盤ら いと

間が」明 施なっている. 〈いたあめに留‘立ま、地る絡はと
い留まと、 施と股地が元がr中間jし貯能に蔵性〈

性がる。 1い~<i~: 立地るは困元難に確な信る可

更たにな原.循子ー島力事施故訟のの影受響容性に低よ下り。 新

ー-----，声

。，のU03処自慢5年分棄度場物頃がの必処まで要分場にaガがま必ラたス要.固T化R体
zが必m必要5年要.度固頃ままたでにTガRラU廃ス固棄化物閣体の処処分分渇溜が

のガたたT処だなラRス分原Uし栂廃子固、福化が棄力体必物施島要事盤のと使畿の処と用な分の受楊務影容る燃.が響性料必低にまの要下よた両園. り、方新

使処分用な分済知喝燃見の料が本得格の芭的ら後れな処立る分ま地にで活闘は動す開直始る十接Iま

処断疑高分先問ま場送がる生可のり必が能じ要線性、施量が〈設はあと立る判政地巴断策の次に困第関鎚.す位判がる
処分場

更困ガのなR難処に原ラU廃子.ス分、福由織棄力化が物島施体必0事訟0要処故のと使分の受と用場容な影済が響性る燃必低.に料下要よまのりた荷新方たT 

器主!神官後
問主最長襲蛇警凶権も拙よ宇都主主

う可

政援変更に伴う謀題 現変行更政に伴策で課あ題ることから、政策 SFの停蓄止積りにスよクる治プ大ラント 現課行題政は策なでいあーることから、政策変更に伴う す要と.るな研O う はない.
ことになより.技術開発

所るリスこに蓄クと
明にる

字なる点見

ことにより、我が固が

とについてが四あ国際的理
い可能性 る.

選肢択

確保の

聖主家合務:苛霊i品法iiてU占毒宮JE菌品Fi五ヂz空品築F ? 
将財準長を来維政は持恵低に政情すい策かのる選必でら択要.はがをななこと行のあいいに維かるまつうが持た.まいめ、は技固困術難と民でと人聞材の水来将

。o罷i鶴語喜E翻おの
選択{柔肢軟の性護)保

不確実性
再躍除よ期処平をきり理維間力.は事持発原容を業行す電子易化るうこし に でての.裁国際が闘的が理

ヘ のの線政あ棋鍵はる困のの.難大変幅更.縮は小の場合オ@を

の応飽対カ

はでカ シナリ

" 点



安会の確保

技術的成立性

資調節約性及び供給安定性
(エネルギーセキュリ

手ィ)

環境適合怯
(循環型社会との迎合性}

資源の宥効活用性
(リサイクル)

経済性
(核燃料サイクルコスト)

原子力発電コスト

うち核燃桝サイクルコス
ト

政議変更コスト

経済・産業への影響

r--¥ 

『滅原子力ケス 3 (2030年10聞以降未定)Jの比較

。現在のウラン贋渦の水車の下で'".
直後処分した方が再処理するよりも核
熔科ザイタルコスト{注発電コスト全
体の2-'割
の部分lf;ま約0.5町 o.，門ん附低

L、.
。政策変更に伴う質問のうち定量化で
きるもの(六ヶ所再処理工椙関連及び
代替火力朗建の費用}を59年聞の発電
~~愉惨ルlι4

約5.2円IkWh
(割引率2%)

約1.6門/同h
(割引率2%1

第二再処理単価を1/2とした場
合、ザイクルコストは1.5円
IkWh 

(変化なし)

司匹敵コストが穎在化

軒先生量想定(霞備利用率
70%) 

六ヶ所分2.6万本
白地分O万本

六ケ所再処理工場の建設の
進展

事新規追加項目

福島事故を踏まえ、六ヶ所持処理工
場‘ J-MOXヱ場、中間貯蔵総訟の安全
准保が必要
第二再処理工犠問R実旺炉等、将来
のFBRサイクルの安全確保が必要

実絡が不可能となるような特段の筏
術的課題は見あたらない.
ただし.経済性向上.高速雄殖炉銭
燃料サイクル実用化等の研究開発の
継続が必要.
六ケ所再処理工場.もんじゅの進展
により 銭術的不確定住は更に低
下.

約"門ノkWh(割引率3%)
(1!!1引率3%/依備利用事70%/稼働
年数40年)
コスト検証小聾報告書案7.5阿IkWh+下
記サイクルコスト

1. 70門/kWh(劉引率3%)
六ヶ所再処理数量を割っており.無
限サイクルを想定した訟算結果の筏

処がな〈なる

( 

1.72円/kWh(割引率3%1

約8.5円/川百{割引事3%)
{割引率3%/段備利用率7
0%/線働年数40年)
コスト検liE小委報告書諜

1叩-1.02門/kWh(割引事
3%) 

エネルギー基本計画どおり進んだ場合(C02対策無し)と比較<2030年C02を1990年比20‘減とする場合〉
GDP:-l1印.失業率H 物 (r中長期の電力供給と地乱軍棄化対策の分析野錨J(RπE:H23.11)から引用}

(前回も富白)

1. 18-1. 19同/k'lfh(割引率
3%1 

既存のヱネルギー基本計百{銭備容量曲GW)通り盛股が進んだ鳩合の殺備容量との差分【68-[)::田G附}の発電電力置を金量天然ガス火力で代替した場合‘
約3兆円相当の国富が淘外に流出することとなる.燃料費高騰に伴い電気代が治加すると消費への膨響‘製造業等の海外移転により.国肉の景気が悪化す
る恐れがある.




